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逆境をプラスに

コロナ禍における学校現場から

①生徒がつながる新たな学校文化の構築

②地域からの支えとＰＴＡ改革

③校内研究と人材育成
仲間力でつながる
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「中学校生活の楽しい思い出って何ですか？」

修学旅行

体育祭や文化祭

部活動
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「中学校生活の楽しい思い出って何ですか？」

修学旅行

体育祭や文化祭

部活動

延期、中止、短縮

中止、縮小

活動停止、大会の中止

学校から子どもたちが主体的に
活動できるものがなくなっていく
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将来の生き方を拓く特別活動の在り方
～仲間力を生かした話し合い活動の充実～

特別活動に取り組むことで

将来の生き方を拓く力をつけたい

仲間力を生かした話し合い活動 を通して

あきらめなかったのは
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栗中祭（体育祭）実行委員会の立ち上げ

生徒代表
（生徒会長・副会長・書記・体育委員長・副委員長）

教員代表
（教頭・教務・特活主任・体育主任・生徒指導主事）

職員会議
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半日で終わるためには
どこを削ったらいいか？

生徒の考えに対し

教師の意見

みんなで大切にしたい思い
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このコロナ禍で体育祭というイベ
ントを実行してくれたことに感謝。
コロナで何もできなかったって思
わずにすんだ。めっちゃ疲れたけ
ど、いい思い出をありがとう。

このコロナ禍、大規模な行事は
中止、３年生は修学旅行も延期
となり、去年は栗中祭も開催でき
なかった。その中でも栗中祭をし
ようと生徒会や先生方は考えてく
れていたと聞いた栗中祭をやっ
たことがない自分としてはとても
うれしかったから、開催に向けて
準備をしてきてくれた人たちに感
謝。

ほんまに、ほんまにありがとうご
ざいました。栗中祭１回もできず
に終わるんかなあと思ってたけ
ど、今年できて本当にうれしかっ
たし、本当に楽しい思い出ができ
ました。

本当に栗中祭が成功できてよかった！
みんなでがんばってきたおかげだと思
います。みんなで一からすべて決めて
会議にも出てもらって本当に準備から
楽しかった。終わってしまうのが悲しい
けれど生徒会では次のことをどんどん
がんばっていきたいです。最初で最後
の栗中祭をありがとう。

コロナもまだ続いてる中、みんなの思い出に
残るようコロナ対策も考えながら栗中祭をし
ていただきとてもありがたいです。栗中祭が
なければみんなと汗をかくこともなく、悔し
かったり仲が深まるのも感じられなかったと
思います。栗中祭の提案、本当にありがとう
ございました。
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【地域からの支え】
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【ＰＴＡ改革】

①毎年、ＰＴＡ入会届の提出

②専門部をなくし役員数の大幅削減

③地域委員（支部組織）の廃止

④役員選挙の完全立候補制

コロナ禍で、人を集めることや総会もできず、
様々な行事や活動も自粛しなければならなくなった。

学校も主体となって 一緒に変えていこう！
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役員選出の苦労がある

任意団体だから
加入意思の確認を大切にしてほしい

実際は
役員になれば学校の様子がわかり、
新たな出会いも生まれる。

奉仕活動などは多くの保護者が参加してくれる。

【ＰＴＡ改革】
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①毎年、ＰＴＡ入会届の提出

③地域委員（支部組織）
の廃止

②専門部をなくし
役員数の大幅削減

④役員選挙の完全立候補制

できるときに
できる人が
できる範囲で

【ＰＴＡ改革】
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✦役割や活動内容の精選により業務改善につながった

✦ＰＴＡ広報誌は生徒会へ業務委託

✦若い力を伸ばす

人材育成

校内研究

特活ファイブ生徒指導

【ＰＴＡ改革】
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【超過勤務】

夏休み
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【ＩＣＴの活用】
オンライン学活・授業のルール

①Meetのリンクやコードを絶対に他人に教えない。
また、自分に関係のないMeetを使わない。
②オンライン授業の様子を写真や動画に撮り、それ
を SNS などで共有しない。授業の内容を録音・録画
し、それを公開しない。
③先生だけではなく、一緒に参加する友達にも自分
の顔やその背景（部屋の様子等）が映り、音も聞こえ
るので、服装や言葉遣いには十分注意する。
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３年前（平成３１年４月）の教師アンケートより

見通しある話合い活動の進め方が身に付いている

そう思う
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肯定的な
意見２６％
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そう思う
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今年度（１２月）の教師アンケートより

見通しある話合い活動の進め方が身に付いている
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大切なことと本当に必要なことは違う

部活動 修学旅行 学校行事 会議 授業の進め方

テスト 学級通信 ・・・・・

今までの学校では ビルド＆ビルド

コロナで強制スクラップ

無理に復活させない
なくてもＯＫ

最後に
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逆境をプラスに

ご清聴ありがとうございました
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